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研究概要 

 増加傾向を示す食中毒起因ウイルスに対する、食品取扱現場での実行可能性を伴った衛生対

策の提示に向けて、水試料からのウイルス検出法、NGSを用いた網羅的ウイルス検索法の導

入、製造工程でのウイルス対策の科学的根拠を示すために、ノロウイルス、サポウイルスとい

った食中毒・胃腸炎ウイルスを用いて、感染性を指標とする加熱条件について検討し、次のこ

とを示した。 

• 水試料からのウイルス検出については、すでに多くの検査期間で用いられている PEG/NaCl

法による検体処理が有効である。 

• NGSにより検出されるウイルスの詳細な遺伝子解析のほか、網羅的検出にロングリード

NGSの利用が有効である。 

• 感染性ウイルスを指標にした評価により、70℃以上であれば 1 分で十分不活化されるが、

65℃1時間の加熱条件はウイルスによっては不十分な可能性がある。 

• ノロウイルスの他に、サポウイルス、E型肝炎ウイルスの感染、健康被害の発生可能性が

ある。 

• ノロウイルス GII.17が GII.4 に変わって主流行株となり、感染者拡大の要因となった可

能性がある。 

• MPN法の考え方を取り入れた ICC-PCR法を用いることでプラーク法が利用できなくても感

染性ウイルスの評価が可能であること。 

一方で以下の課題が示された 

• ノロウイルス以外の食品由来のウイルスについて探知する手段が限られていること 

• ノロウイルス、サポウイルスの培養系では評価可能なクリアランスレベルが未だ小さいこ

と 

• 加熱による不活化以外の、洗浄による除去、不活化効果に関する知見が少ないこと 

 

A.研究目的 

国内で発生するノロウイルスによる食中

毒患者数は、2022 年は 2,175人だった

が、2023 年 5,502人、2024 年 8,656人、

2025 年 18,556人と大幅に増えている。

2024 年から 2025 年にかけての約 1万人の

ノロウイルスによる食中毒患者数増加は、

食中毒全体の患者数の増加とほぼ同数であ

り、ノロウイルスによる食中毒対策は食品

衛生において非常に大きな課題であること

が改めて示された。 

増加傾向を示す食中毒起因ウイルスに対

する、食品取扱現場での実行可能性を伴っ

た衛生対策の提示に向けて、水試料からの

ウイルス検出法、NGSを用いた網羅的ウイ

ルス検索法の導入、製造工程でのウイルス

対策の科学的根拠を示すために、ノロウイ

ルス、サポウイルスといった食中毒・胃腸

炎ウイルスを用いて、感染性を指標とする

加熱条件について検討した。 

 

B.研究方法 

次のことについて研究を実施した。 

• 水試料からのウイルス検出について
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は、すでに多くの検査期間で用いられ

ている PEG/NaCl法による検体処理の条

件の最適化の検討。 

• NGSにより検出されるウイルスの詳細な

遺伝子解析のほか、網羅的検出にロン

グリード NGSの有効性の検討。 

• 感染性ウイルスを指標にしたウイルス

の不活化評価を、効率的な培養系が確

立されているサポウイルスにより検討

した。 

• ノロウイルスの他の食品由来ウイルス

の感染状況の探知のために、下水に含

まれるウイルスの調査を行なった。 

• 2025 年のノロウイルス流行遺伝子型の

把握。 

• 2024 年から 2025 年にかけてのノロウイ

ルス食中毒患者数拡大の要因の探索。 

• ノロウイルス培養系の改良。 

• 細菌検査で用いられる MPN法の考え方

を取り入れた感染性ウイルス評価系の

構築。 

 

C.研究の結果 

水試料からのウイルス検出法・手指から食品

へウイルス汚染伝播の評価（上間） 

水道水、ペットボトル水（軟水、硬水、シ

リカ水、炭酸水）を対象に PEG/NaClの添

加量を変えてノロウイルス、A型肝炎ウイ

ルスの検出を比較した。水試料 40mLに対

して、PEGを 5.0g、NaClを 0.87g あるい

は 1.74g 添加する場合に、ウイルスの検出

率が高い結果となった。また、ペットボト

ル軟水に塩素濃度 0.2pppm あるいは

1.0ppmとなるように次亜塩素酸ナトリウ

ムを加えるとウイルスの検出率が低下し

た。さらに、炭酸水ではばっ気と pH 調整

を行うことでウイルス検出率が向上した。

塩素濃度によってウイルスが殺菌された

か、遺伝子検出を阻害しているかは今後の

検討課題となった。 

ファージ MS2 を用いて、手指―食品のウイ

ルス伝播のモデル系の構築を検討した。 

水試料を用いたウイルス検査と NGSの検討

（遠矢） 

下水試料に対して、PEG/NaCl法にて処理

し、RT-qPCRにてノロウイルス、サポウイ

ルス、A型肝炎ウイルス、E型肝炎ウイル

スの検索を実施した。ノロウイルスのほ

か、サポウイルス、E型肝炎ウイルスが高

頻度に検出された。また、E型肝炎ウイル

スについて、NGSにより遺伝子解析を実施

し、genotype 3が検出された。 

ロングリードメタゲノム解析を用いたウイル

ス検出法（元岡） 

食中毒発生時に既存のリアルタイム PCR で

の検査対象でないウイルス、ゲノム変異に

より検出効率が低下するウイルスなどへの

対応を念頭に、ロングリードシーケンスを

用いたウイルス検出について検討した。シ

ョートリードに比較して、ロングリード解

析ではノロウイルス由来のリードが 7割を

占め、検出効率が大きく向上し、総リード

数が少ない条件でも検出効率の向上の可能

性が示唆された。 

ノロウイルスの疫学動向 2025/26 シーズン

（木村） 

国内で報告されるノロウイルスの流行遺伝

子型の解析を実施した。GII.17[P17]が

COVID-19 以降に最も拡大した主要な遺伝

子型となっていた。遺伝子解析から遺伝子

型によって進化・疫学パターンが異なるこ

とが示唆され、GII.17[P17]の進化パター
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ンは特徴的であった。 

ノロウイルス等の検出・不活化評価（吉村） 

2025 年 4月から 2026 年 3月に東京都内で

発生した食中毒事例（有症疑い含む）のう

ち、東京都健康安全センターに検査依頼の

あった事例について起因ウイルスの検索を

実施し、2024,2025 年はノロウイルスによ

る食中毒がアニサキスによる事件より多く

発生し、179事例がノロウイルス、2 事例

がロタウイルスによるものだった。ノロウ

イルスについては GII.17が最多の遺伝子

型だった。 

iPS 由来細胞を用いたノロウイルス不活化

の検証では、65℃1時間の加熱は、ノロウ

イルス不活化に不十分である可能性が示さ

れた。また同培養系において培養にインプ

ットするウイルス量が 106以上であれば、

さまざまな遺伝子型のノロウイルスの増殖

を確認できることが示唆された。 

サポウイルスの加熱不活化条件（岡） 

ノロウイルスと同様に胃腸炎の起因ウイル

スであるサポウイルスの培養系を用いて

Codex 委員会が示す 85-90℃90秒以上の加

熱による不活化を検証した。GI.1、GII.3

サポウイルスを用い、70℃以上の加熱であ

れば 1 分間の加熱でサポウイルスが不活化

することが明らかとなった。65℃の加熱で

は、GI.1で 5 分間、GII.3で 10 分間とウ

イルスによって不活化に要する条件が異な

っていた。 

腸管オルガノイド系による感染性ウイルス評

価（村上） 

現状のノロウイルス培養系はウイルスの増

殖効率が低く、感染性の定量評価が行えな

い課題を抱えている。宿主免疫応答に着目

して、化合物添加による免疫応答の抑制が

特に GII.17 ノロウイルス増殖効率の向上

に関連することを示した。 

培養系による感染性ウイルスの定量評価系

（白崎） 

食中毒関連ウイルスの殺菌・洗浄工程にお

ける不活化効果・洗浄効果を定量的に評価

するめに細菌検査で用いられる MPN法の考

え方と培養法、PCRを組み合わせた ICC-

PCR(Integrated cell culture PCR)法を検

討した。サポウイルス GV.1 と A 型肝炎ウ

イルス HA175/18fを用いて、ICC-PCR、プ

ラーク法の比較により ICC-PCR法を用いる

ことで、プラーク法を用いることが困難な

胃腸炎ウイルスに対しても、感染性ウイル

スの定量評価が行えることを示した。 

 

D.政策等への活用または実用化に向けた取り

組み、活用できる成果 

• 水試料からのウイルス検出法について

は、食中毒発生時のみならず、食品製

造工程における安全性確保のための検

査としての活用、将来 Codex 委員会で

の食品製造用水等の衛生管理における

リスク評価にウイルスが加わった際に

も、国内で対応可能となることが期待

できる。 

• 下水を含めて、各種ウイルスの検出に

NGSを利用した網羅的検出法の構築を進

め、食中毒その他、公衆衛生的な観点

からの検査への対応が可能となると期

待できる。 

• 東京都を含めて、全国的にノロウイル

スの食中毒、胃腸炎の主要流行株がこ

れまでの GII.4 から GII.17へ置き換わ

ったことが示唆された。2024 年から 25

年にかけて、ノロウイルスによる食中
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毒患者は 1万人増加し、食中毒全体の

患者数の押し上げの大きな要因となっ

ているが、遺伝子型の変遷がこの患者

拡大に寄与している可能性が示唆され

た。 

• ウイルスの加熱条件については、85-

90℃で 1 分以上の加熱では十分に不活

化されることを、サポウイルスでも示

すことができた反面、65℃ではウイル

ス株による差が大きい可能性が示され

たことから、必要な加熱条件について

はさらに慎重な検証が必要と考えられ

た。食肉の提供にかかる 63℃30 分以上

の加熱によっても不活化が不十分とな

る可能性が示された。 

• プラーク法などによる感染性評価が難

しいが、培養可能なウイルスについ

て、MPN法の考え方をもとにした ICC-

PCRを用いることで、感染性の定量評価

を行えることを示し、これを応用して

加熱や洗浄による効果を定量評価する

ことができるようになった。 

 

以上の成果は、HACCPに基づく衛生管理にお

いて、科学的根拠として活用すること、食中

毒対応において活用することが期待できる。 

 

課題 

• 下水の調査で示されるように、ノロウイ

ルスに加えて、サポウイルス、E 型肝炎

ウイルスは高頻度に検出されており、医

療機関等で探知できていないことが示

唆された。サポウイルスの食中毒や感染

性胃腸炎への関与、E 型肝炎ウイルスの

食品汚染実態調査などのデータに基づ

いた対策の提案が必要と考えられる。 

• 2025年3月に大阪府で発生した給食パン

に関連したノロウイルスによる食中毒

など、食品の汚染経路の特定は、現状で

は非常に難しい事から、ファージ等の培

養が簡便なウイルスを用いた汚染拡大

を模したデータの蓄積を行い、食品汚染

経路について関係者で考察・共有して実

行可能な汚染対策の提案が必要と考え

られる。 

• 加熱による不活化のほか、非加熱喫食さ

れる Ready-to-eat食品での対策として、

洗浄等による除去、殺菌効果について感

染性を指標にしたデータの蓄積が十分

でない。 

• ノロウイルスそのものを用いた評価が

難しい状況は未だ解決できていないた

め、ノロウイルス培養系の改良に加えて

サポウイルス、ファージ等を利用し現場

に提示できるデータの蓄積を進める必

要がある。 

•  

E.健康危険情報 

該当なし 
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